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計測・測定技術分野 

精密測定技術（長さ測定編） 
～測定に関する知識とノギス・マイクロメータなどの長さ測定器の取扱い習得実習コース～ 

受講対象者 これから測定・検査業務に携わる方や加工・製造の過程で測定技術を必要とされる方 

講習内容等 

測定に関する知識やノギス・マイクロメータ・ダイヤ

ルゲージなどの代表的な長さ測定器の正しい取り扱

いなどを学び、信頼性の高い測定をする場合に必要な

知識や技能を習得します。 

 

・測定の重要性 

・測定誤差の原因 

・測定器の正しい取扱い 

・各種測定器を用いた測定実習 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 ノギス・マイクロメータ・ダイヤルゲージ等 

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

Ｍ0901 平成 29 年 5 月 10 日（水）、11 日（木） 

Ｍ0902 平成 29 年 9 月 12 日（火）、13 日（水） 

M0903 平成 29 年 12 月 12 日（火）、13 日（水） 

M0904 平成 30 年 3 月 6 日（火）、 7 日（水） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 8 名 12,500 円（税込） 

 

 ○セミナー受講後の利用者の声①　～機械系セミナー～

　平成 28 年度に能力開発セミナーを受講した方々の声です。

 受講者の声

a.　加工の実習では、工程短縮や時間短縮の観点を意識しながら受講することができた。

（｢ 旋盤実践技術（高精度加工編）｣ 受講者）

b.　ノギスは現場内で常に使用するため、後輩への指導育成に役立つと感じた。伝え続けていくことで、メン

テナンスの品質を高め維持していきたい。　　　　　　　　　　　　（「精密測定技術（長さ測定編）」受講者）

c.　溶接の基本的なことからセッティングの仕方、溶接のやり方等色々と学べた。

（｢ 半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編）｣ 受講者）

d.　実技で熱処理を体験したことにより過去の経験の裏付けができた。今後図面を描く上で参考になると思わ

れる。実体験を図面に反映しやすくなる。	 	（｢ 金属材料の選び方とその熱処理方法 ｣ 受講者）

 事業主の声

a.　開発設計での問題点の解決に向けた取り組みが論理的であり、かつコスト面や組立性、メンテナンス性等、

複合的な考慮ができている様に感じる。	 （「機械設計者のための企画開発実習（機械設計編）」受講企業）

b.　受講者本人がかねてよりスキルアップを望んでいたので、良い機会と思い受講させた。実学一体のセミナー

を受講することで、OJT では教えられなかった知識や技能が向上した。

（｢TIG 溶接技能クリニック ｣ 受講企業）

③


